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研究成果の概要： 

本研究は、グローバル化、異種混交化する現代社会において、現実的に破綻する傾向にある

原理主義的な社会運動に代わる新たな運動の在り方、ならびに、異なる民族（人種）、宗教を排

斥するのではなく、それらと共存できる文化実践について文化人類学的視点から考究を試みた。 

具体的には、アメリカ黒人の社会運動（オリシャ崇拝運動）と、彼らアメリカ黒人と宗教、

文化的に交流しているナイジェリアの宗教組織をとりあげた。そのうえで、急速に保守化する

現代社会において、少数派の社会政治的権利や宗教文化実践の権利をもとめる社会運動が、自

身とは異なる民族（人種）や宗教集団といかに共存しながら維持、拡充できるのかを検討した。 
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１．研究開始当初の背景 

 これまでの研究では、アメリカ黒人（アフ

リカ系アメリカ人）による社会運動について、

その歴史的展開を追いつつ、文化人類学の視

点から調査研究をしてきた。その過程でえら

れた研究開始当初の背景について、以下に述

べる。 

 本研究が対象とするアメリカ黒人の社会

運動は、アメリカ合衆国の社会にいまもなお

根強く残る人種主義体制(黒人差別)に抗う



ことを目的として組織され、異なる「人種・

宗教」に対して排他的な態度をとってきた。 

この社会運動は、1950年代半ば、ブラック・

モスレム（黒人イスラム）や公民権運動の潮

流をくんでニューヨークで勃興した。彼らは

「反白人・反キリスト教」を実践する集合的

活動拠点（「オヨトゥンジ村」）をアメリカに

創設した。このオヨトゥンジ村は、アメリカ

黒人が西アフリカヨルバの神々を崇拝し（オ

リシャ崇拝）、伝統的な生活様式を再現する

ために厳格な規律のもとで共同生活を実践

した一種のコミューンである。 

 こうした研究開始当初の背景を踏まえた

うえで、本研究では以下の事象に着目するこ

とにした。 

 本研究がとりあげる「オリシャ崇拝」は、

大西洋奴隷貿易によって西アフリカから移

動を迫られた主にヨルバ人奴隷の宗教・文化

が、新世界での宗教弾圧や迫害のもとで植民

者のキリスト教（カトリシズム）と融合して

誕生した。アメリカには 20 世紀初頭からキ

ューバ共和国やハイチ共和国をはじめとす

るカリブ海域からの移民によって導入され

た。 

 近年、アメリカでは、アメリカ黒人のみな

らず、「白人」と表象される集団、すなわち、

アメリカ白人や非黒人系カリブ海域出身者

なdの間にもオリシャ崇拝が急速に広がりつ

つある。1990年代半ば以降、彼らの多くは真

正（原型）とされるナイジェリアのオリシャ

崇拝の技術・知識、たとえば、司祭になるた

めのイニシエーション・託宣・通過儀礼・祭

などを経験、習得するために、ナイジェリア

の崇拝組織を訪問、長期滞在したり、ナイジ

ェリア人司祭をアメリカの崇拝組織に招い

たりすることに意義をみいだしている。 

 そこで本研究は、オリシャ崇拝という西ア

フリカ由来の宗教・文化を軸に、アメリカ黒

人の社会運動と「アフリカ人（ナイジェリア

人）」がこれまで以上に交錯するようになっ

てきている現象に着目し、「研究の目的」で

述べる点について考察する。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、グローバル化、異種混交

化する現代社会において、現実的に破綻する

傾向にある原理主義的な社会運動に代わる

新たな運動の在り方、ならびに、異なる「人

種・宗教」を排斥するのではなく、それらと

共存できる文化実践の在り方について文化

人類学的視点から考究することである。すな

わち、急速に保守化する現代社会において、

少数派の社会政治的権利や宗教文化実践の

権利をもとめる社会運動が、自身とは異なる

「人種・宗教」集団といかに共存しながら維

持、拡充できるのかを分析する。 

 具体的には、アメリカ黒人が西アフリカ・

ナイジェリアの伝統宗教（ヨルバ民族のオリ

シャ崇拝）を核として組織した社会運動と、

そのアメリカ黒人の運動と相互交渉的な宗

教・文化活動を展開しているナイジェリアの

宗教組織をとりあげる。これまでの研究では、

少数派による原理主義的な社会運動（いわゆ

る戦略的本質主義にもとづく運動）の限界が

指摘されて久しい［Appiah 1997、Hall 2000、

小池 2003］。また近年アメリカでは、アメリ

カ黒人のみならず、アメリカ白人や非黒人系

のカリブ海域出身者の間にもオリシャ崇拝

が広がりつつある[Neimark 1993]。 

 そこで本研究は、アメリカ黒人の社会運動

が、ナイジェリアの宗教組織との宗教・文化

的な交流を展開しながら、原理主義的運動と

は異なる方法で発展している過程を調査研

究する。と同時に、オリシャ崇拝というヨル

バ民族の宗教・文化を軸に、アメリカ黒人の

社会運動と「ナイジェリア人（ヨルバ人）・

白人」がこれまで以上に交錯するようになっ

てきている文化接触の現象に注目する。そし

て、資料文献の収集・精査ならびに現地調査

をもとに、以下の二点について考察する。⑴



アメリカ黒人との接触によって、ナイジェリ

アのオリシャ崇拝がいかに変容しつつある

のか、⑵変容を遂げるナイジェリアのオリシ

ャ崇拝によって、アメリカ黒人の社会運動の

組織概念や実践形態はいかに再構築されて

いるのか。 

 

３．研究の方法 

 本研究課題の研究方法は大きく4つにわけ

られる。 

⑴資料文献の収集・精査 

①ナイジェリア・ヨルバ人関係：ヨルバ・デ

ィアスポラ、ヨルバ・ナショナリズム。オリ

シャ崇拝、イファ託宣、供犠。ポスト植民地

期の社会政治、歴史、文化、経済。国内の宗

教的競合（キリスト教・イスラム・伝統宗教）。

宗教における性、ジェンダー。 

②アメリカ・アメリカ黒人関係：抵抗文化、

若者文化、大衆文化。黒人運動（公民権運動、

ネイション・オブ・イスラム、パンアフリカ

ニズム、アフロセントリズム）。黒人性、ア

フリカ性。第二次世界大戦以降の社会政治、

文化、経済。人種、エスニシティ。性表象、

身体表象、ジェンダー。宗教と文化的価値観

（キリスト教・イスラム・アフリカ系宗教・

スピリチュアリティ）。 

③ナイジェリア・カリブ海域からヨーロッ

パ・アメリカへの移民関係：移民の宗教・文

化実践、コミュニティ形成、人種・民族観。

アフリカ系宗教（オリシャ崇拝・サンテリ

ア・カンドンブレ）の変容と再構築。 

以上に関して、日本（東京ほか）、ヨーロッ

パにて資料文献の収集・精査をおこなう。 

⑵資料文献の収集・精査をふまえた研究項目 

①ヨルバ・ディアスポラ 

アメリカやヨーロッパへ移民として渡った

ヨルバ人の社会政治・宗教文化活動について

調査。(a)おもにヨルバ人・ハウサ人・イボ

人の三民族からなるホーム（ナイジェリア）

の社会政治への示威活動。(b)ディアスポラ

社会（アメリカ・ヨーロッパ）でのネットワ

ーク形成。(c)パンアフリカニズム的な文化

運動におけるヨルバ・ディアスポラの役割。 

②オリシャ崇拝実践 

ナイジェリアとアメリカのオリシャ崇拝組

織における宗教実践・共同体運営について調

査。(a)崇拝様式：日々の儀礼・年中行事の

種類と内容、(b)崇拝者層：崇拝者の社会的、

経済的、文化的背景、(c)崇拝組織の構造：

宗教上の家族構造とネットワーク形成、託宣

司祭と顧客との関係、託宣司祭のもとに通う

顧客数とその理由、(d)司祭集団：司祭が頭

に宿す神の種類とその神話、司祭になるため

のイニシエーションの過程と費用、司祭集団

の階層分化。 

③文化接触 

ナイジェリア人とアメリカ黒人のオリシャ

崇拝組織の文化接触について調査。(a)ナイ

ジェリア人司祭によるアメリカ黒人や「白

人」崇拝者の受け入れ状況、大西洋横断的な

ネットワーク形成、(b)宗教的知識や権威の

商品化、(c)オリシャ崇拝の真正性の創出。 

⑶言語習得・翻訳 

調査研究の対象であるアメリカ黒人とナイ

ジェリア人がもちいるヨルバ語（ナイジェリ

アの主要三言語）の中級程度の文法、会話を

習得する。そのうえで、儀礼にもちいられる

用語や詠唱歌などの内容を記録、翻訳する。

さらに、アメリカ黒人のあいだでみられるス

ペイン語化されたヨルバ語（オリシャ崇拝の

儀礼用語）を翻訳する。 

（4）学術発表・論文投稿 

資料・文献精査の結果をまとめ、『人文学報』

『コンタクト・ゾーン』に投稿する。また、

6 月の「日本文化人類学会」で学術発表をお

こなう。 

 

４．研究成果 

 本研究課題の成果は大きく2つにわけられ

る。 



 ⑴本研究では、アメリカ黒人の社会運動

（オリシャ崇拝運動）におけるつぎの事象に

ついて考察を試みた。すなわち、オリシャ崇

拝のなかでもより真正であると解釈される

ナイジェリアのオリシャ崇拝をもとめて、ナ

イジェリアとアメリカのあいだでみられる

宗教的な移動に着目し、その移動によって生

じる文化接触について考察した。そのうえで、

同じ「人種」や「抑圧（被害者）の歴史」を

共有しているとされながらも「近代／未開、

抑圧／被抑圧」という植民地主義的な関係に

位置づけられてきたアメリカ黒人とアフリ

カ大陸の黒人（ナイジェリア人）が、オリシ

ャ崇拝を通じて積極的に交流する社会的、文

化的な要因を検討した。 

 以上を踏まえて、本研究は、オリシャ崇拝

の真正性をめぐってアメリカ黒人とナイジ

ェリア人が相互交渉的な関係を構築しよう

とする文化行為は、それぞれ以下の理由から

促進されていることを明らかにした。オリシ

ャ崇拝を実践するアメリカ黒人が、ナイジェ

リアでオリシャ崇拝の知識と技術を経験し

ようとする背景には、彼らが活動するアメリ

カのオリシャ崇拝・コミュニティのなかで宗

教的権威（名声）を獲得したいという目的が

ある。一方、ナイジェリアでオリシャ崇拝・

コミュニティを運営するナイジェリア人司

祭が、アメリカ黒人を顧客（成員）として受

容する背景には、アメリカで就学・就業機会

を獲得することや宗教・文化活動の市場を拡

大するという目的がある。さらに、両者のこ

のような文化接触はナイジェリアとアメリ

カのオリシャ崇拝につぎの変化をもたらし

ている。ナイジェリア人司祭は、ナイジェリ

アでは伝統的に承認されていない儀礼をア

メリカ黒人の要求に応えるために執行して

いる。また、アメリカ黒人はナイジェリアの

オリシャ崇拝・コミュニティで異宗教が共存

していることを実際に体験することで、彼ら

のオリシャ崇拝運動の原理主義的な性質を

とりわけ実践レベルにおいて弱めつつある。 

 ⑵本研究からは、以下のことが明らかにな

った。すなわち、オリシャ崇拝運動は、1950

年代後半に、「反白人・反キリスト教」主義

を標榜して組織化され、集合的な運動が実践

された。その後、この運動は、1980年代半ば

にオヨトゥンジ村から成員が大量に流出す

るという転換期を迎えたが、「反白人・反キ

リスト教」主義と、集合的な運動実践という

形態を変化させながら現在もなお展開され

ている。以上を踏まえれば、黒人らしさを単

純に抵抗とみなすことはできない。 

 アメリカの黒人にみられる黒人らしさと

は、礼賛されるにしろ非難されるにしろ、ア

フリカのイメージと関連づけて解釈されて

きた。しかしながら、オリシャ崇拝者は、ア

フリカを文明と文化で捉え直すことで黒人

らしさそのものを定義し直した。これによっ

て、黒人らしさの実践とは、もはや抑圧的な

白人の支配文化にたいする抵抗ではなく、能

動的に実践できる伝統や文化を創り出し、そ

の伝統や文化を共有する社会空間を形成す

るための共同性を編み出すことになったの

である。オリシャ崇拝者は、この共同性にも

とづいて築かれた社会空間にかぎってでは

あるが、社会の周縁ではなく中心に身を置く

ことができる。さらに、彼らはオリシャ崇拝

をパフォーマティヴに実践することで自己

と他者とのあいだに信頼関係を築き、つなが

りの感覚を創出している。このつながりの感

覚は、アメリカのオリシャ崇拝者のあいだに

とどまるだけではなく、固定的な民族や宗教

の枠組みをこえてひろがる可能性を呈して

いる。 

 また、オリシャ崇拝運動では、アメリカ黒

人とアフリカ（ナイジェリア人）との文化接

触が相互交渉的におこなわれている。この背

景には、真正なオリシャ崇拝をめぐる両者の

やりとりが認められる。なお、こうした両者

の相互交渉をきっかけにして、オリシャ崇拝



運動とそれに触発されてアメリカの各地に

根づくハウスは、人種的、宗教的に包摂的な

境界を形成し始めている。 
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